
HSRP Aware PIM

このモジュールでは、ホットスタンバイルータプロトコル（HSRP）アクティブルータ（AR）
経由でマルチキャストトラフィックを転送するための HSRP Aware PIMを設定し、Protocol
Independent Multicast（PIM）で HSRP冗長性を活用して潜在的な重複トラフィックを回避し、
フェールオーバーをイネーブルにする方法を説明します。
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機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびプラット
フォームとソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモジュールに記

載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリストを確認する場

合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。

HSRP Aware PIM の制約事項
• HSRP IPv6はサポートされていません。
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•ステートフルフェールオーバーはサポートされていません。PIMステートレスフェールオー
バー中は、HSRPグループの仮想 IPアドレスがスタンバイルータへ転送されますが、mrouting
ステート情報は転送されません。PIMは、状態変更イベントをリッスンして応答し、フェー
ルオーバーの際に mrouteステートを作成します。

•各インターフェイスの PIMによって追跡できる HSRPグループの最大数は 16です。

• PIM DRの冗長性のプライオリティは、同じ HSRPグループがイネーブルになっているデバ
イス上のPIMDRプライオリティの設定済みまたはデフォルトの値（1）より大きくする必要
があります。そうしないと、HSRPアクティブは DR選択に失敗します。

HSRP Aware PIM について

HSRP
ホットスタンバイルータプロトコル（HSRP）は、フォールトトレラントデフォルトゲートウェ
イを確立するためのシスコ独自の冗長プロトコルです。

プロトコルは、プライマリゲートウェイがアクセス不能になると、デフォルトゲートウェイの

フェールオーバーを実施するためにネットワークデバイス間のフレームワークを確立します。 IP
アドレスとMAC（レイヤ 2）アドレスを共有することによって、2台以上のルータが 1つの仮想
ルータとして動作できます。仮想ルータグループのメンバは、継続的にステータスメッセージ

を交換し、1台のデバイスは、別のデバイスが計画的または計画外の理由から動作しなくなった
場合、ルーティング引き継ぐことができます。ホストは同じ IPおよびMACアドレスに IPパケッ
トを転送し続け、ルーティングを行うデバイスの切り替えは透過的です。

HSRPは、ホストがルータディスカバリプロトコルをサポートしておらず、選択されたデバイス
のリロードや電源故障時に新しいデバイスに切り替えることができない場合に有効です。また、

既存の TCPセッションはフェールオーバーが発生しても存続するため、このプロトコルでは IP
トラフィックをルーティングするためにネクストホップを動的に選択するホストの回復をさらに

透過的に実行できます。

HSRPをネットワークセグメントに設定すると、HSRPが動作するデバイスのグループで仮想MAC
アドレスと IPアドレスを共有できるようになります。この HSRPルータグループのアドレスが
仮想 IPアドレスと呼ばれます。このようなデバイスの 1つが、アクティブルータ（AR）として
プロトコルによって選択されます。ARは、グループのMACアドレス宛てのパケットを受信して
ルーティングします。

HSRPでは、プライオリティメカニズムを使用して、デフォルトの ARにする HSRP設定済みデ
バイスを決定します。デバイスを ARとして設定するには、他のすべての HSRP設定済みデバイ
スのプライオリティよりも高いプライオリティをそのルータに割り当てます。デフォルトのプラ

イオリティは 100です。したがって、100よりも高いプライオリティを持つデバイスを 1つだけ
設定した場合、そのデバイスがデフォルトの ARになります。

HSRPを実行しているデバイスは、ユーザデータグラムプロトコル（UDP）ベースのマルチキャ
ストhelloメッセージを送信および受信して、デバイスの障害を検出したり、アクティブおよびス
タンバイデバイスを割り当てたりします。ARが設定された時間内に helloメッセージを送信でき
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なかった場合は、最高のプライオリティのスタンバイデバイスがARになります。このようにパ
ケット転送機能が別のデバイスに移行しても、ネットワークのいずれのホストにもまったく影響

はありません。

複数のホットスタンバイグループをインターフェイスに設定できるので、冗長デバイスおよび

ロードシェアリングを余すところなく活用できるようになっています。

HSRPは、IPルートをアドバタイズせず、ルーティングテーブルに影響を与えないため、ルーティ
ングプロトコルではありません。

HSRPは、デバイス上の 1つ以上のインターフェイスに障害が発生した場合にフェールオーバー
をトリガーすることができます。これは、それぞれがヘッドエンドへの単一のシリアルリンク

を備えたデュアルブランチデバイスに役立つことがあります。プライマリデバイスのシリアル

リンクがダウンすると、バックアップデバイスはプライマリ機能を引き継ぎ、ヘッドエンドへの

接続を維持します。

HSRP Aware PIM
Protocol IndependentMulticast（PIM）には固有の冗長性機能がなく、その動作は、ホットスタンバ
イルータプロトコル（HSRP）グループの状態から完全に独立しています。その結果、IPマルチ
キャストトラフィックは、必ずしも HSRPによって選択されたデバイスと同じデバイスによって
転送されるわけではありません。 HSRP Aware PIM機能は、仮想ルーティンググループがイネー
ブルの冗長ネットワークで一貫した IPマルチキャスト転送を提供します。

HSRP Aware PIMにより、HSRPアクティブルータ（AR）を通じてマルチキャストトラフィック
を転送し、PIMでHSRP冗長性を活用し、潜在的な重複トラフィックを回避し、デバイスのHSRP
ステートに応じてフェールオーバーをイネーブルにすることができます。PIM指定ルータ（DR）
は、HSRP ARと同じゲートウェイ上で実行され、mrouteステートを維持します。

マルチアクセスセグメント（LANなど）では、PIM DR選択で冗長構成が認識されず、選択され
たDRとHSRPARが同じルータでない場合があります。PIMDRがRPまたはFHRへPIMJoin/Prune
メッセージを常に転送できるようにするため、HSRP ARが PIM DRになります（HSRPグループ
が 1つだけの場合）。 PIMにより、グループの状態に基づいて DRプライオリティが調整されま
す。フェールオーバーが発生すると、HSRPグループで選択された新しい ARにマルチキャスト
ステートが作成され、ARは HSRP仮想 IPアドレス宛てのすべてのトラフィックのルーティング
と転送を行います。

HSRPAware PIMがイネーブルの場合、デバイスがHSRPアクティブになると、PIMは各アクティ
ブ HSRPグループのソースアドレスとして HSRP仮想 IPアドレスを使用して、追加の PIM Hello
メッセージを送信します。PIMHelloは、他のルータによるフェールオーバーへの応答をトリガー
するために新しいGenIDを送信します。ダウンストリームデバイスは、この PIM Helloを受信す
ると、PIMネイバーリストに仮想アドレスを追加します。 PIM Helloで送信される新しい GenID
は、ダウンストリームルータによる仮想アドレスへの PIM Joinメッセージの再送信をトリガーし
ます。アップストリームルータは、HSRPグループの状態に基づいて PIM Join/Pruneを処理しま
す（J/P）。

J/P宛先が HSRPグループの仮想アドレスに一致し、宛先デバイスが HSRPアクティブ状態の場
合、新しい ARが動作中の PIM DRであるため、PIM Joinを処理します。これにより、すべての

IP マルチキャスト：PIM コンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（Cisco ASR 1000）

3

HSRP Aware PIM
HSRP Aware PIM



PIM Join/Pruneが HSRPグループの仮想アドレスに到達することができ、ダウンストリームルー
タ側での変更および設定が最小限に抑えられます。

IPルーティングサービスは既存の仮想ルーティングプロトコルを使用して、PIMなどのクライア
ントアプリケーションに基本的なステートレスフェールオーバーサービスを提供します。ロー

カルHSRPグループの状態およびスタンバイルータ役割の変更は、関与するクライアントアプリ
ケーションに伝達されます。クライアントアプリケーションは、ステートフルまたはステートレ

スフェールオーバーを提供するために IRS上に構築されることがあります。 PIMはHSRPクライ
アントとしてHSRPから状態変更通知をリッスンし、HSRPステートに基づいて PIMDRのプライ
オリティを自動的に調整します。 PIMクライアントは、新しいARにmrouteステートを作成する
ために、フェールオーバーの際にアップストリームデバイスとダウンストリームデバイス間の通

信もトリガーします。

HSRP Aware PIM の設定方法

インターフェイスでの HSRP グループの設定

はじめる前に

• IPマルチキャストがすでにデバイスで設定されている必要があります。

• PIMがすでにインターフェイスで設定されている必要があります。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface type number [name-tag]
4. ip address ip-address mask
5. standby [group-number] ip [ip-address [secondary]]
6. standby [group-number] timers [msec] hellotime [msec] holdtime
7. standby [group-number] priority priority
8. standby [group-number] name group-name
9. end
10. show standby [type number [group]] [all | brief]
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：
Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：
Device# configure terminal

ステップ 2   

設定するインターフェイスを指定します。インターフェ

イスコンフィギュレーションモードを開始します。

interface type number [name-tag]

例：
Device(config)# interface ethernet 0/0

ステップ 3   

インターフェイスに対するプライマリ IPアドレスまた
はセカンダリ IPアドレスを設定します。

ip address ip-address mask

例：
Device(config-if)# ip address 10.0.0.2
255.255.255.0

ステップ 4   

HSRPをアクティブにし、HSRPグループを定義しま
す。

standby [group-number] ip [ip-address
[secondary]]

例：
Device(config-if)# standby 1 ip
192.0.2.99

ステップ 5   

（任意）helloパケット間の時間と、他のデバイスに
よってHSRPアクティブルータまたはスタンバイルー
タの停止が宣言されるまでの時間を設定します。

standby [group-number] timers [msec]
hellotime [msec] holdtime

例：
Device(config-if)# standby 1 timers 5 15

ステップ 6   

（任意）HSRPアクティブルータとスタンバイルータ
を選択するために使用される HSRPプライオリティを
割り当てます。

standby [group-number] priority priority

例：
Device(config-if)# standby 1 priority
120

ステップ 7   

（任意）HSRPグループの名前を定義します。
HSRP Aware PIMで使用するように HSRPグ
ループを設定する場合は、常に standby ip
nameコマンドを設定することを推奨します。

（注）

standby [group-number] name group-name

例：
Device(config-if)# standby 1 name HSRP1

ステップ 8   
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目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードに戻ります。end

例：
Device(config-if)# end

ステップ 9   

設定を確認するために HSRPグループ情報を表示しま
す。

show standby [type number [group]] [all | brief]

例：
Device# show standby

ステップ 10   

PIM の冗長性の設定

はじめる前に

HSRPグループがすでにインターフェイスで設定されている必要があります。「インターフェイ
スでの HSRPグループの設定」を参照してください。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface type number [name-tag]
4. ip address ip-address mask
5. ip pim redundancy group dr-priority priority
6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：
Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：
Device# configure terminal

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

設定するインターフェイスを指定します。インターフェイス

コンフィギュレーションモードを開始します。

interface type number [name-tag]

例：
Device(config)# interface ethernet
0/0

ステップ 3   

インターフェイスに対するプライマリ IPアドレスまたはセカ
ンダリ IPアドレスを設定します。

ip address ip-address mask

例：
Device(config-if)# ip address
10.0.0.2 255.255.255.0

ステップ 4   

PIM冗長性をイネーブルにし、アクティブな PIM指定ルータ
（DR）に冗長性のプライオリティ値を割り当てます。

ip pim redundancy group dr-priority
priority

例：
Device(config-if)# ip pim
redundancy HSRP1 dr-priority 60

ステップ 5   

• HSRPグループ名では大文字と小文字が区別されるため、
group引数の値は standby ip nameコマンドを使用して設
定されたグループ名と一致している必要があります。

• PIMDRの冗長性のプライオリティは、同じHSRPグルー
プがイネーブルになっているデバイス上の PIM DRプラ
イオリティの設定済みの値またはデフォルト値（1）より
大きくする必要があります。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：
Device(config-if)# end

ステップ 6   

HSRP Aware PIM の設定例

例：HSRP Aware PIM
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HSRP Aware PIM の追加情報

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Commands
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Multicast
Command Reference』

IPマルチキャストコマンド

『First Hop Redundancy Protocol
Command Reference』

HSRPコマンド

標準および RFC

タイトル標準/RFC

『Cisco Hot Standby Router Protocol (HSRP)』RFC 2281

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Ciscoソフトウェ
アリリース、およびフィーチャセットのMIB
を検索してダウンロードする場合は、次のURL
にある Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

この機能によってサポートされる新しいMIB
または変更されたMIBはありません。またこ
の機能による既存MIBのサポートに変更はあ
りません。
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http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/ipapp_fhrp/command/fhp-cr-book.html
http://www.cisco.com/go/mibs


シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートおよびドキュメンテーション

Webサイトでは、ダウンロード可能なマニュア
ル、ソフトウェア、ツールなどのオンラインリ

ソースを提供しています。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。

HSRP Aware PIM に関する機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 1：HSRP Aware PIM に関する機能情報

機能情報リリース機能名

HSRP Aware PIM機能は、マル
チキャストトラフィックをホッ

トスタンバイルータプロトコ

ル（HSRP）アクティブルータ
経由で転送できるようにするこ

とによって、仮想ルーティング

グループを含む冗長ネットワー

クで一貫した IPマルチキャス
ト転送を提供します。これによ

り、PIMでは、HSRP冗長性を
活用し、潜在的な重複トラ

フィックを回避し、デバイスの

HSRPステートに応じてフェー
ルオーバーをイネーブルにする

ことができます。

ip pim redundancyコマンドが
導入または変更されました。

15.2(4)S

Cisco IOS XE Release 3.7S

15.3(1)T

15.3(1)SY1

HSRP Aware PIM
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